
一
問
目

世
古

こ
れ
か
ら
の

重
要
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
と
の
対
話
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

市
民
と
の
対
話
の
一
つ
の
手
法

と
し
て
「
市
長
と
テ
レ
ビ
電
話
相

談
」
の
開
設
が
で
き
な
い
か
。

木
田
市
長

市
民
の
皆
さ
ん
が

実
際
に
相
手
の
表
情
を
見
な
が
ら

話
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

効
果
的
。
方
法
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

世
古

市
民
と
行
政
、
町
内
会

や
各
種
団
体
と
の
懇
談
会
と
か
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
が
で
き
、

地
域

が
分
散
し
て
い
る
鳥
羽
市
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
で
は
な
い
か
。

中
村
総
務
課
長

行
政
的
に

活
用
で
き
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
。

電
子
自
治
体
を
今
後
ど
う
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他

①

三
島
由
紀
夫
の

「
潮
騒
」
の
作
品
発
表
と
市
制
六

〇
周
年
に
あ
た
る
来
年
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
化
の
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
。
②
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
実
現
し
た
い
三
本
の
矢

は
何
か
。
等
を
提
案
と
質
問
し
ま

し
た
。

「
安
心
し
て
子
ど
も
を

ま
か
せ
ら
れ
る
」
学
校

づ
く
り
に
、
基
礎
学
力

の
向
上
と
鳥
羽
市
の
特

色
あ
る
教
育
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
問
目

世
古

市
は
ど
う
い
う

子
供
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

大
松
教
育
委
員
長

鳥
羽
市
の

特
色
を
生
か
し
て
、
自
然
を
理
解

し
郷
土
を
愛
せ
る
子
供
た
ち
の
育

成
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
み
ず
か

ら
学
び
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
よ
う
と
す
る
人
間
の
育
成
を

進
め
て
い
き
た
い
。

世
古

神
島
小
学
校
と
中
学
校

の
小
中
一
貫
教
育
を
鳥
羽
市
の
特

色
あ
る
教
育
と
し
て
で
き
な
い
か
。

斉
藤
教
育
長

こ
れ
か
ら
建
設

に
か
か
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
神

島
小
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
地
か
ら
さ
ら
に
海
抜
高
度
の

高
い
と
こ
ろ
へ
、
そ
し
て
小
中
一

体
と
な
っ
た
学
校
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
小

学
校
と
中
学
校
の
相
互
の
授
業
の

交
流
、
あ
る
い
は
職
員
の
交
流
、

教
育
課
程
を
共
有
し
な
が
ら
連
携

を
し
て
進
め
る
特
色
あ
る
小
中
連

携
の
教
育
が
推
進
さ
れ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
①
基
礎
学
力
の
向
上
の

た
め
に
小
学
生
は
漢
字
検
定
、
中

学
生
は
英
語
検
定
を
鳥
羽
市
で
取

り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。
②

ア
イ

パ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
機
器
を
活
用

し
た
教
育
が
で
き
な
い
か
。
等
を

提
案
し
ま
し
た
。
（
「
し
お
さ
い

の
集
い
」
で
の
神
島
小
の
子
供
た

ち
。
小
規
模
で
も
、
キ
ラ
リ
と
輝

く
子
供
た
ち
に
育
っ
て
欲
し
い
）

２０１３年 ８月１日発行 鳥羽市議会議員 世 古 や す ひ で だ よ り 第２号 年４回発行

文
教
産
業
常
任
委
員
会
が
教
育

の
テ
ー
マ
で
所
管
事
務
調
査
を
行

な
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
と
は
、
文
教
産

業
常
任
委
員
会
が
自
主
的
に
そ
の

所
管
（
環
境
、
観
光
、
教
育
、
建

設
、
上
下
水
道
、
定
期
船
、
農
水

商
工
）
事
務
を
取
り
上
げ
、
積
極

的
に
調
査
を
行
な
い
、
委
員
会
の

決
定
で
実
施
で
き
る
も
の
で
す
。

今
回
、
本
委
員
会
が
「
鳥
羽
市

の
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
向
上
を

推
進
す
る
た
め
の
調
査
に
つ
い
て
」

を
項
目
と
し
た
背
景
は
、
鳥
羽
市

の
公
立
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児

童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
低
下
に
対

し
、
保
護
者
か
ら
懸
念
す
る
声
が

あ
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
旧
当
委
員
と
教
育
委
員

が
昨
年
１
２
月
に
非
公
式
で
懇
談

し
た
際
に
も
、
教
育
（
左
上
へ
）

（
右
下
よ
り
）
委
員
か
ら
児
童
生

徒
の
学
力
低
下
を
危
惧
す
る
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
１
月
に
旧
当
委

員
会
で
大
阪
府
泉
佐
野
市
を
行
政

視
察
し
、
平
成
２
４
年
度
大
阪
府

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

公
表
す
る
こ
と
で
、
学
校
別
に
予

算
を
重
点
配
分
し
て
い
く
こ
と
等

に
つ
い
て
、
千
代
松
市
長
か
ら
詳

し
く
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
委
員

会
と
し
て
、
こ
の
調
査
が
「
単
に

学
校
や
教
職
員
に
対
す
る
も
の
で

は
な
く
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
、

ひ
い
て
は
地
域
ぐ
る
み
で
学
力
向

上
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
」

で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
確
認
し
、

全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

調
査
活
動
は
①
教
育
委
員
会
や

小
中
学
校
校
長
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の

懇
談
②
専
門
家
を
招
い
て
の
研
修

③
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
二

年
で
す
。
な
お
、
調
査
は
原
則
会

期
中
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
閉

会
中
も
お
こ
な
い
ま
す
。
（
文
教

産
業
常
任
委
員
長
報
告
を
要
約
）

議
会
も
学
校
教
育
を

応
援
し
ま
す
！

現
在
、
市
内
の
学
校
の
施
設
整

備
は
、
神
島
小
中
学
校
を
残
す
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
を
お

こ
な
い
、
鳥
羽
市
の
将
来
を
担
う

「
人
間
づ
く
り
」
の
た
め
に
議
会

も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
民

と
の
対
話
で
「
テ
レ
ビ
電
話

」
を
活
用
で
き
な
い
か

鳥
羽
市
の
特
色
あ
る
教
育
と
し
て

「
神
島
小
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
」
が
で
き
な
い
か

だより

文
教
産
業
常
任
委
員
会
が
「
鳥
羽
市
の
児
童
生
徒
の

基
礎
学
力
向
上
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
」
を
行
な
い
ま
す

や
っ
と
「
世
古
や
す
ひ
で
だ
よ
り
」
第

２
号
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
悪
戦
苦
闘

や
っ
た
な
あ
。
今
回
は
文
字
な
ど
多
少
の

間
違
い
は
お
許
し
く
だ
さ
い
ね
。
次
回
は

も
っ
と
進
化
し
た
い
。
た
よ
り
を
発
行
す

る
の
は
、
議
会
や
議
員
の
活
動
や
考
え
方

を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

※
堅
神
か
ら
白
木
ま
で
の
「
第
二
伊
勢

道
路
」
の
開
通
は
、
本
年
９
月
14
日
の
午

後
３
時
で
す
。
通
行
料
金
は
無
料
で
す
。

現
在
伊
勢
か
ら
磯
部
ま
で
通
行
し
て
い

る
伊
勢
道
路
は
、
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
（
三
重
県
の
担
当
者
）

編

集

後

記

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
①
市
民
と
の
対
話
で
「
テ
レ
ビ
電
話
の
活
用
②
小
中
学
校
の
基
礎
学
力
の
向
上

と
、
「
神
島
小
中
学
校
の
一
貫
教
育
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
答
弁
で
市
長
は
「

市
民
が
相
手
の
表
情
を
見
な

が
ら
話
が
で
き
る
こ
と
は
効
果
的
」
。
教
育
長
は
「
小
中
連
携
の
教
育
が
推
進
さ
れ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。



海
女
文
化
の
世
界
遺
産
登
録
を

応
援
す
る
御
潜
神
事
が
、
国
崎
町

老
の
浜
で
6
月
29
日
午
前
10
時
か

ら
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
明
治
4
年
ま
で

続
け
ら
れ
て
い
た
伝
統
行
事
で
、

伊
勢
神
宮
に
熨
斗
あ
わ
び
を
納
め

る
た
め
の
あ
わ
び
を
獲
る
神
事
を

再
現
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
晴
天
の
中
鳥
羽
志
摩

地
方
か
ら
約
１
０
０
名
の
海
女
が

参
加
。
お
祓
い
の
後
、
太
鼓
の
合

図
に
よ
り
一
斉
に
海
女
さ
ん
が
海

に
潜
り
あ
わ
び
獲
り
を
行
い
ま
し

た
。
2
回
潜
っ
た
後
、
3
回
目
は

５
０
０
０
個
の
あ
わ
び
の
稚
貝
放

流
を
行
い
ま
し
た
。
大
き
く
育
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
事
に
参
加
し
た
海
女
さ

ん
は
今
年
の
大
漁
と
海
上
安
全
が

約
束
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

暑
い
中
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

海
女
さ
ん
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
大
変
御
苦
労
様
で
し
た
。

（
4
月
～
7
月
中
旬
ま
で
の

議
員
活
動
の
主
な
も
の
で
す
）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

4
月
3
日

旧
国
崎
小
学
校
二
階

に
相
差
保
育
所
が
開
所

見
学

5
日

平
成
24
年
度
の
政
務
調

査
費
収
支
報
告
書
を
提
出

7
日

鳥
羽
市
長
選
で
木
田
く
す

い
ち
市
長
が
3
期
目
無
投
票
当
選
。

こ
れ
ま
で
の
堅
実
な
政
治
か
ら
更

に

市
長
の
持
ち
味
を
生
か
し
て

「
あ
っ
と
」
驚
く
思
い
切
っ
た
政

策
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

8
日

弘
道
小
学
校
入
学
式

9
日

長
岡
中
学
校
入
学
式

17
日
鳥
羽
十
景
を
、
鳥
羽
の
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
看

板
と
道
案
内
サ
イ
ン
を
充
実
す
る

よ
う
提
案
と
要
請
を
し
ま
し
た
。

市
議
会
全
員
協
議
会

相
差
保
育
所
保
護
者
会
、
長
岡

自
治
連
合
会

市
長
要
望

同
席

24
日

第
一
回
臨
時
市
議
会

終
了
後
市
議
会
全
員
協
議
会

25
日

例
月
出
納
検
査

一
般
会

計
、
特
別
会
計

水
道
会
計

４
月
30
日

鳥
羽
大
庄
屋
か
ど
や

が
５
月
1
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

5
月
7
日

鳥
羽
市
議
会
全
協

8
日

新
代
表
監
査
委
員
の
村
林

守
氏
と
最
後
の
監
査
事
務

9
日

平
成
25
年
度
第
1
回
長
岡

地
区
青
少
年
育
成
会
役
員
会

13
日

三
重
県
志
摩
建
設
事
務
所

道
路
課
へ
、
旧
国
崎
小
学
校
跡
に

相
差
保
育
所
と
介
護
施
設
が
新
し

く
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県

道
国
崎
バ
ス
停
よ
り
相
差
保
育
所

駐
車
場
ま
で
の
県
道
拡
幅
を
要
望
。

14
日

第
2
回
臨
時
市
議
会

議
長
に
野
村
保
夫
議
員
、
副
議
長

に
坂
倉
広
子
議
員
、
監
査
委
員
に

浜
口
一
利
議
員
を
選
出
。

文
教
産
業
常
任
委
員
長

に
私
世
古

安
秀
が
就
任

「
安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら
れ

る
学
校
教
育
の
充
実
、
鳥
羽
市
の

基
幹
で
あ
る
観
光
関
連
産
業
と
農

水
産
業
の
活
性
化
に
努
め
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

15
日

「
観
光
学
博
士
の
市
長
実

践
記
」
石
川
県
加
賀
市
長
の
寺
前

秀
一
氏
の
講
演

伊
勢
市

20
日

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務

組
合
議
会

伊
勢
市
議
会
議
場

21
日
・
24
日

一
般
質
問
の
調
査

23
日

ラ
・
ケ
ア
く
ざ
き
内
覧
会

旧
国
崎
小
学
校
に
建
設
さ
れ
た

福
祉
施
設
で
す
。
地
元
の
方
々
に

愛
さ
れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

26
日

長
岡
中
学
校
体
育
祭

27
日

鳥
羽
市
議
会
全
員
協
議
会

「
佐
田
浜
農
水
産
物
直
売
所
事

業
に
つ
い
て
」

30
日

長
岡
自
治
連
合
会
会
議

6
月
2
日

神
島
・
潮
騒
交
流
促

進
事
業
「
し
お
さ
い
の
集
い
」
が

女
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
を
迎
え

て
潮
騒
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
大
女
優
で
す
ね
。
き
れ

い
。
サ
ユ
リ
ス
ト
に
な
り
ま
し
た
。

3
日

議
会
運
営
委
員
会

終
了

後
全
員
協
議
会

6
日

第
二
回
定
例
会
開
会

7
日

教
育

聞
き
取
り
調
査

9
日

国
崎
町
内
会
草
刈
り
作
業

御
潜
神
事
会
場

老
い
の
浜
清
掃

11
日

教
育

聞
き
取
り
調
査

12
日

一
般
質
問
一
日
目

午
前

中
2
人
目
で
登
壇

一
年
ぶ
り
の

質
問
で
緊
張
し
た
な
あ
。
質
問
の

項
目
が
多
過
ぎ
て
残
し
て
し
ま
い
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
せ
な
あ
か
ん
。

13
日

一
般
質
問
二
日
目

本
会
議
終
了
後

菅
島
採
石
に
係
る
入
会
権
勉
強
会

同
夜

御
潜
神
事
実
行
委
員
会

16
日

鳥
羽
商
工
会
議
所
創
立
50

周
年
記
念
式
典

講
演

「
国
際

観
光
文
化
都
市
鳥
羽
の
創
造
」
国

土
交
通
省
中
部
運
輸
局
長

甲
斐

正
彰
氏

終
了
後
祝
賀
会

50
年
の
間
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動

と
、
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
鳥
羽
商
工
会
議
所
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
継
続
は
力
な
り
、
こ

れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

17
日

議
案
質
疑
終
了
後
全
協

18
日

予
算
決
算
常
任
委
員
会

20
日

予
算

決
算
常
任
委

員
会

21
日

文
教

産
業
常
任
委

員
会

・
鳥
羽
市
水

産
研
究
所
の

移
転
計
画
に

つ
い
て
質
疑
。

・
今
年
か
ら

改
正
さ
れ
た

入
札
制
度
の

資
料
提
出
を

要
請
。

・
鏡
浦
中

学
校
が
平
成
26
年
4
月
か
ら
鳥
羽

東
中
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
に
と

も
な
い
、
保
護
者
会
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
要
望
書
と
教
育
委
員
会
の

回
答
書
の
提
出
を
要
請
。

21
日

三
重
県
鈴
木
英
敬
知
事

「
す
ご
い
や
ん
か
ー
ト
ー
ク
」

鳥
羽
市
国
崎
町

26
日

予
算
決
算
常
任
委
員
会

28
日

第
2
回
定
例
会
閉
会

30
日

「
第
42
回
鳥
羽
市
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
」

優
勝

長
岡

分
団
第
一
部
（
相
差
）

準
優
勝

答
志
分
団

7
月
1
日

国
崎
町

海
士
潜
女

神
社
例
大
祭

4
日

県
道
鳥
羽
磯
部
線
（
パ
ー

ル
ロ
ー
ド
）
沿
線
整
備
協
議
会

6
日

菅
島
「
し
ろ
ん
ご
祭
」

14
日

相
差
天
王
く
じ
ら
祭

19
日

鳥
羽
み
な
と
ま
つ
り

水
森
か
お
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
曲
の
「
伊
勢
め
ぐ

り
」
と
「
鳥
羽
の
旅
」
等
を
熱
唱
。

歌
も
話
も
上
手
で
し
た
が
何
よ
り

も
明
る
く
て
元
気
な
人
柄
が
よ
か
っ

た
で
す
ね
。
「
鳥
羽
の
旅
」
で
は

婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
踊
り
で
花
を

添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
花
火
も
最

高
！
関
係
者
の
方
々
お
疲
れ
様
。

20
日

金
刀
比
羅
宮
鳥
羽
分
社
例

大
祭

21
日

参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

23
日

第
二
伊
勢
道
路
開
通
前
事

前
研
修
会

白
木
イ
ン
タ
ー
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実
は
私

坂
本

冬
美
の
大
フ
ァ

ン
な
ん
で
す
。

25
年
ぶ
り
に
大
フ
ア
ン
の
坂

本
冬
美
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
三
重

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
り

行
っ
て
き
ま
し
た
。
「
あ
ば
れ

太
鼓
」
「
祝
い
酒
」
に
始
ま
り
、

「
夜
桜
お
七
」
「
ま
だ
君
に
恋

し
て
る
」
な
ど
の
名
曲
を
堪
能
。

坂
本
冬
美
が
好
き
な
理
由
は
、

歌
声
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
人
生
の
応
援
歌
を

歌
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
苦
し

い
時
に
そ
の
歌
に
よ
っ
て
励
ま

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
久
し
振
り

の
歌
声
に
涙
が
出
ま
し
た
。
今

回
も
短
い
ひ
と
と
き
で
し
た
が
、

歌
声
に
い
や
さ
れ
ま
し
た
。
い

や
あ
、
最
高
で
し
た
ね
。
い
つ

ま
で
も
坂
本
冬
美
の
フ
ア
ン
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

阪
神
優
勝
目
指

し
て
頑
張
れ
！

現
在
、
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ

で
は
巨
人
と
阪
神
が
、
優
勝
を

か
け
て
熱
い
戦
い
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
実
は
こ
う
見
え
て

も
ト
ラ
キ
チ
な
ん
で
す
。
他
の

球
団
フ
ア
ン
の
方
は
お
許
し
く

だ
さ
い
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も

応
援
し
た
く
な
る
。
負
け
れ
ば

な
お
応
援
し
た
く
な
る
。
判
官

び
い
き
な
の
か
な
あ
。

今
年
の
阪
神
は
、
ひ
さ
し
ぶ

り
に
調
子
が
い
い
で
す
。
テ
レ

ビ
で
し
か
応
援
で
き
ま
せ
ん
が
、

次
回
の
便
り
が
発
行
で
き
る
10

月
頃
に
は
良
い
結
果
が
聞
け
る

と
い
い
か
な
？
。

「
オ
オ
ー
オ
ー
オ
ー
オ
ー

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
レ
ー

フ

レ
ー
フ
レ
ー

フ
レ
ー
！
」
六

甲
お
ろ
し
を
歌
い
な
が
ら
ビ
ー

ル
片
手
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

海
女
文
化
世
界
遺
産
登
録
応
援
事
業

御
潜
神
事
国
崎
町
で
再
現

み
か
づ
き

議
会
が
お
も
し
ろ
い
♪

た
だ
い
ま
活
動
中
！


